
教科書／副教材

ワークシート

社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。(高１段階)

４月

２

４

（知及技）考えとそれを支え

る理由や事例、全体と中心な

ど、情報と情報との関係につ

いて理解しようとすることが

できる。〔高1イ（ア）〕

（思判表力）社会の中で関わ

る人の話などを話し手かが伝

えたいことの中心に注意して

聞き、話の内容を捉えようと

することができる。〔高1A

ア〕

（学・人）高校生としての自

覚を持ち、自己紹介しようと

することができる。

（知・技）考えとそれを支え

る理由や事例、全体と中心な

ど、情報と情報との関係につ

いて理解しようとしている。

（思・判・表）社会の中で関

わる人の話などを話し手かが

伝えたいことの中心に注意し

て聞き、話の内容を捉えよう

としている。

（主学）高校生としての自覚

を持ち、自己紹介しようとし

ている。

・新しい仲間と学ぼう

・教科名を覚えよう

・相手を見て自己紹介し

合う。

・教科名の読み書きを確

認する。

社会・職業

社会・職業

５月

10

２

（知及技）幅広く読書に親し

み、読書が必要な知識や情報

を得ることに役立つことに気

づくことができる。〔高1ウ

(ウ)〕

（思判表力）社会の中で関わ

る人の話などを話し手が伝え

たいことの中心に注意して聞

き、話の内容を捉えようとす

ることができる。〔高1Aア〕

（学・人）話し相手を意識し

て丁寧な言葉遣いができる。

（知・技）幅広く読書に親し

み、読書を必要な知識や情報

を得ることに役立てようとし

ている。

（思・判・表）社会の中で関

わる人の話などを話し手が伝

えたいことの中心に注意して

聞き、話の内容を捉えようと

している。

（主学）話し相手を意識して

丁寧な言葉遣いをしようとし

ている。

・校内実習に向けて

　

　

・図書館を利用しよう

・敬語の種類と用法を知

る。

・図書室オリエンテー

ション。

社会・職業

社会・職業

６月

12 （知及技）漢字と仮名を用い

た表記や送り仮名の付け方を

理解して文や文章の中で使う

とともに、句読点の使い方を

意識して打つことができる。

〔高1ア(ウ)〕

（思判表力）目的を意識し

て、中心となる語や文を見つ

けて要約することができる。

〔高1Cエ〕

（学・人）周りの出来事に興

味関心を持ち、知ることがで

きる。

（知・技）漢字と仮名を用い

た表記や送り仮名の付け方を

理解して文や文章の中で使う

とともに、句読点の使い方を

意識して打とうとしている。

（思・判・表）目的を意識し

て、中心となる語や文を見つ

けて要約しようとする。

（主学）周りの出来事に興味

関心を持ち、知ろうとする。

・新聞記事を読もう ・身近な記事の要点を読

み取る。

社会・職業

７月

6 （知及技）生活に身近なこと

わざや慣用句などを知り、使

うことができる。〔高1ウ

(ア)(イ)〕

（思判表力）相手や目的を意

識して、書くことを決め、集

めた材料を比較するなど、伝

えたいことを明確にすること

ができる。〔高1Bア〕

（学・人）挨拶文の書き方を

身につけることができる。

（知・技）生活に身近なこと

わざや慣用句などを知り、使

おうとしている。

（思・判・表）相手や目的を

意識して、書くことを決め、

集めた材料を比較するなど、

伝えたいことを明確にしよう

としている。

（主学）挨拶文の書き方を身

につけようとしている。

・暑中見舞いを書こう ・夏のお便りの書き方を

知る。

・暑中見舞いをポストに

投函する。

社会・理科・職業

美術

3／105

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1
学
期

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名日 月
時
数

単元・題材目標
（三つの柱）

令和８年　高等部1年　（Ⅱ課程 A ）　国語　科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

高　1　年　34名

年間目標

（知及び技）知識及び技能

（思判表力）思考力、判断力、表現力等

（学・人）学びに向かう力、人間性
表情、身振り、言葉で表現するよさを認識するとともに言語感覚を養い、国語を大切にしてその能力の向上

を図る態度を養う。(高１段階)

社会生活において必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。(高１段階)



９月

4

８

（知及技）幅広く読書に親し

み、読書が必要な知識や情報

を得ることに役立つことに気

づくことができる。〔高1ウ

(ウ)〕

（思判表力）「しまくとぅ

ば」の良さを知り、郷土の言

語文化を理解することができ

る。〔高1Aエ〕

（学・人）日常生活におい

て、「しまくとぅば」を知る

ことができる。

（知・技）幅広く読書に親し

み、読書を必要な知識や情報

を得ることに役立てようとし

ている。

（思・判・表）「しまくとぅ

ば」の良さを知り、郷土の言

語文化を理解しようとしてい

る。

（主学）日常生活において、

「しまことぅば」を知ろうと

している。

・夏休みの宿題や思い出

をまとめよう

・黄金言葉を学ぼう

・聞き手を意識して発表

する。

・宿題の訂正と復習。

・しまくとぅばの確認。

・沖縄の民話。

社会・職業

社会

１０月

６

６

（知及技）表現したり理解し

たりするために必要な語句の

量を増し、話や文章の中で使

うとともに、言葉には、性質

や役割による語句のまとまり

があることを理解することが

できる。〔高1ア(エ)〕

（思判表力）社会の中で関わ

る人の話などを、話し手が伝

えたいこと、話の内容を捉え

ることができる。〔高1Aア〕

（学・人）丁寧な言葉遣いを

意識して、挨拶することがで

きる。

（知・技）表現したり理解し

たりするために必要な語句の

量を増し、話や文章の中で使

うとともに、言葉には、性質

や役割による語句のまとまり

があることを理解しようとし

ている。

（思・判・表）社会の中で関

わる人の話などを、話し手が

伝えたいこと、話の内容を捉

えようとしている。

（主学）丁寧な言葉遣いを意

識して、挨拶しようとする。

・読書に親しもう

・履歴書を作成しょう

・興味のある本を読ん

で、紹介文を書く。

・履歴書の様式や書き方

を知る。

社会・職業

社会・職業

１１月

６ （知及技）iPadを用いて、比

較や分類の仕方、辞書や辞典

の使い方などを理解し使うこ

とができる。〔高1イ(イ)〕

（思判表力）書く内容の中心

を決め、文章の構成を考える

ことができる。〔高1Bイ〕

（学・人）ICT機器を活用して

調べ学習ができる。

（知・技）iPadを用いて、比

較や分類の仕方、辞書や辞典

の使い方などを理解し使おう

としている。

（思・判・表）書く内容の中

心を決め、文章の構成を考え

ようとしている。

（主学）ICT機器を活用して調

べ学習をしようとしている。

・ICT学習をしよう① ・検索方法や情報の集め

方を知る。

社会・情報・職業

１２月

６

４

（知及技）iPadを用いて、比

較や分類の仕方、辞書や辞典

の使い方などを理解し使うこ

とができる。〔高1イ(イ)〕

（思判表力）書く内容の中心

を決め、文章の構成を考える

ことができる。〔高1Bイ〕

（学・人）ICT機器を活用して

調べ学習ができる。

（思判表力）季節の挨拶を知

り、年賀状を書くことができ

る。〔高1Bア〕

（学・人）1年を振り返り、年

賀状の宛先を選択することが

できる。

（知・技）iPadを用いて、比

較や分類の仕方、辞書や辞典

の使い方などを理解し使おう

としている。

（思・判・表）書く内容の中

心を決め、文章の構成を考え

ようとしている。

（主学）ICT機器を活用して調

べ学習をしようとしている。

（思・判・表）季節の挨拶を

知り、年賀状を書こうとして

いる。

（主学）1年を振り返り、年賀

状の宛先を選択しようとして

いる。

・ICT学習をしよう②

・年賀状を書こう

　

・検索方法や情報の集め

方を知る。

・ポストに投函する。

・姿勢や用具の使い方を

確認する。

社会・情報・職業

美術

１月

12 （知及技）用紙全体の大きさ

を意識し、文字の組み立て方

を理解し、形を整えて書くこ

とができる。〔高1ウ(イ)）

（思判表力）書くことを決

め、毛筆で丁寧に書くことが

できる。〔高1Bア〕

（学・人）書道作品を書き、

鑑賞することができる。

（知・技）用紙全体の大きさ

を意識し、文字の組み立て方

を理解し、形を整えて書こう

としている。

（思・判・表）書くことを決

め、毛筆で丁寧に書こうとし

ている。

（主学）書道作品を書き、鑑

賞しようとしている。

・字形を整えて半切用紙

に書く。

・色紙に好きな言葉を丁

寧に書く。

美術

２月

11 （知及技）感謝の気持ちを込

めて、日常よく使われる敬語

を理解してメッセージを書く

ことができる。〔高1アカ〕

（思判表力）感謝の気持ちを

込めて、伝えたいことを明確

にすることができる。〔高1A

ア〕

（学・人）先輩や先生に気持

ちを伝えることができる。

（知・技）感謝の気持ちを込

めて、日常よく使われる敬語

を理解してメッセージを書こ

うとしている。

（思・判・表）感謝の気持ち

を込めて、伝えたいことを明

確にしようとしている。

（主学）先輩や先生に気持ち

を伝えようとしている。

・先輩へのメッセージ ・先輩へのメッセージを

贈る。

社会

2
学
期

3
学
期



３月

6 （知及技）一年間を振り返

り、人とのやりとりを通し

て、言葉には考えたことや

思ったことを表す働きがある

ことに気づくことができる。

〔高1ア(ア)〕

（思判表力）一年間を振り返

り、書こうとしたことが明確

になっているかなど自分の文

章の良いところを見つけるこ

とができる。〔高1Bオ〕

（学・人）一年間を振り返る

ことができる。

（知・技）一年間を振り返

り、人とのやりとりを通し

て、言葉には考えたことや

思ったことを表す働きがある

ことに気づこうとしている。

（思・判・表）１年間を振り

返り、書こうとしたことが明

確になっているかなど自分の

文章の良いところを見つけよ

うとしている。

（主学）一年間を振り返ろう

としている。

・1年間を振り返ろう ・１年間の感想を作文に

まとめ、発表する。

社会

3
学
期

評価方法
・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲　　・実技
・理解度  ・提出物の状況　　・小テスト　　　　　・プリント

留意点
引継等



教科書／副教材

ワークシート

４月 4

（思判表力）自己紹介を相手

や目的に応じた話し方で話す

ことができる（中2Ａエ）

（思・判・表）自己紹介を相

手や目的に応じた話し方で話

そうとしている

・自己紹介カードを作成

しよう

・経験したことを伝え

る。書きたいことを書く
【外国語】

挨拶、自己紹介

５月 8

（知及技）普通の言葉との違

いに気をつけて、丁寧な言葉

を使うことができる（中2ア

（カ））

（知・技）社会に出て必要な

言葉を知ろうとしている

・実習に向けて挨拶練習

しよう

・社会生活で使う語句、

敬語

【職業】

現場実習

【社会】

社会参加

６月 8

（思判表力）（学・人）「平

和」を考えながら聞くことが

できる（中2Ａア）

（思・判・表）（主学）「平

和」を考えながら聞こうとし

ている

・平和の詩を聞こう

・登場人物、出来事をと

らえる

【社会】

我が国の歴史

【音楽】

平和を願って

７月 4
（思判表力）幅広く読書に親

しむことができる（中2Ｃエ）

（思・判・表）幅広く読書に

親しもうとしている
・読書に親しむ①

・いろいろな種類の本

（物語、詩など）を読ん

だり聞いたりする

９月 8

（思判表力）夏休みの体験を

どう感じたか伝えることがで

きる（中2Ａウ）

（思・判・表）夏休みの体験

をどう感じたか伝えようとし

ている

・夏休みの思い出を発表

しよう

・修飾・被修飾の関係、

一人一人の感じ方の違い

話し言葉と書き言葉、情

報の整理

１０月 8

（知及技）相手に分かりやす

く伝えることができる（中2ア

（ア））

（知・技）相手に分かりやす

く伝えようとしている

・ジェスチャーや短い言

葉で気持ちを伝えよう

・声の大きさ、自分の気

持ち、道筋を立てて伝え

る

１１月 8
（知及技）情報を整理するこ

とができる（中2イ（ア））

（知・技）情報を整理しよう

としている
・秋をあつめよう

・必要な語句を書き留め

る

【社会】【理科】

【情報】

１２月 6

（知及技）（学・人）正しく

書くことができる（中2ウ

（ア））

（思判表力）幅広く読書に親

しむことができる（中2Ｃエ）

（知・技）（主学）正しく書

こうとしている

（思・判・表）幅広く読書に

親しもうとしている

・年賀状を作成しよう

・読書に親しむ②

・字の大きさ、配列、バ

ランス・正しい言葉（拗

音、長音、濁点）

・いろいろな種類の本

（物語、詩など）を読ん

だり聞いたりする

【美術】

【情報】

１月 4

（知及技）漢字や仮名の大き

さに注意して書くことができ

る（中2ウ（ウ）イ）

（知・技）漢字や仮名の大き

さに注意して書こうとしてい

る

・書道作品を書こう ・筆の使い方、バランス

を意識して書く

【美術】

２月 8

（思判表力）相手に伝わるよ

うに事柄を選び、書く内容を

大まかにまとめることができ

る。（中2Ｂア）

（思・判・表）相手に伝わる

ように事柄を選び、書く内容

を大まかにまとめようとして

いる

・先輩にメッセージを送

ろう

・内容のまとまり、段落

文や文章、言葉遣い、語

彙

【音楽】

卒業式の歌を覚えよう

３月 4

（思判表力）（学・人）相手

や目的に応じて、自分の伝え

たいことを明確にすることが

できる（中2Ａイ）

（思・判・表）（主学）相手

や目的に応じて、自分の伝え

たいことを明確にすることが

できる（中2Ａイ）

・1年間を振り返ろう

・一人一人の振り返りの

発表、発表を聞いての感

想

令和８年　高等部 1　年　（Ⅱ課程 B  ）　国語　科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

2/70 高　１　年　　　　９名

年間目標

（知及び技）知識及び技能 社会生活において必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。（中2段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等 社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。（中2段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性
表情、身振り、言葉で表現するよさを認識するとともに言語感覚を養い、国語を大切にしてその能力の向上を図る態度を

養う。（中2段階）

留意点
引継等

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1
学
期

2
学
期

3
学
期

日 月
時
数

単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名



評価方法 ・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢・意欲・態度　・行動観察　・実技　・ワークシート



教科書／副教材

ワークシート

社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。(高１段階)

４月 6

（知及技）話の中心が明確に

なるように話の構成を考える

ことができる。（高１段階Ａ

ウ）

（思判表力）社会の中で関わ

る人の話を、話し手が伝えた

いことの中心に注意して聞

き、話の内容を捉えることが

できる。(高１段階Ａア）

（学・人）級友の名前を覚え

る。

（知・技）話の中心が明確に

なるように話の構成を考えよ

うとしている。

（思・判・表）級友の名前と

特徴を覚えようとしている。

（主学）社会の中で関わる人

の話を、話し手が伝えたいこ

との中心に注意して聞き、話

の内容を捉えようとしてい

る。

（主学）級友の名前を覚えよ

うとしている。

・自己紹介をしよう ・自分の伝えたいことを

分かりやすく説明する。

【外国語】

挨拶・自己紹介

５月 12

（知及技）日常よく使われる

敬語を理解し使うことができ

る。（高１段階(１）(カ））

（思判表力）社会の中で関わ

る人の話などを、話し手が伝

えたいことの中心に注意して

聞き、話の内容を捉えること

ができる。（高１段階Ａア）

（学・人）話し相手を意識し

て丁寧な言葉使いができる。

（知・技））日常よく使われ

る敬語を理解し使おうとして

いる。

（思判表力）社会の中で関わ

る人の話などを、話し手が伝

えたいことの中心に注意して

聞き、話の内容を捉えようと

している。

（主学）話し相手を意識して

丁寧な言葉使いしようとして

いる。

・前期実習に向けて ・敬語の種類や使い方を

知る。

【職業】

ビジネスマナー

現場実習

６月 12

（知及技）比較や分類の仕

方、辞書や事典の使い方など

を理解し使うことができる。

（高１段階(２）イ(イ））

（思判表力）目的を意識し

て、中心となる語や文を見付

けて要約することができる。

（高１段階Ｃエ）

（学・人）単語を調べて言葉

の知識を広げることができ

る。

（知・技）比較や分類の仕

方、辞書や事典の使い方など

を理解し使おうとしている。

（思・判・表）目的を意識し

て、中心となる語や文を見付

けて要約しようとしている。

（主学）単語を調べて言葉の

知識を広げようとしている。

・辞書を活用しよう ・辞書の使い方を知る。 【情報】

７月 6

（知及技）生活に身近なこと

わざや慣用句などを知り、使

うことができる。（高１段階

(３）ウ(ア））

（学・人）暑中見舞いをお世

話になった先生に書くことが

できる。

（知・技）生活に身近なこと

わざや慣用句などを知り、使

おうとしている。

（主学）暑中見舞いをお世話

になった先生に書こうとして

いる。

・暑中見舞いを書こう ・慣用句や季節のあいさ

つを調べる。

【外国語】

世界の挨拶

９月 12

（知及技）生活に身近な方言

などを知り、使うことができ

る。（高１段階(１）ウ

(ア））

（思判表力）「しまくとぅ

ば」の良さを知り、郷土の言

語文化を理解することができ

る。〔高1Aエ〕

（学・人）修学旅行でしたい

こと、見たいものなどを発表

することができる。

（知及技）生活に身近な方言

などを知り、使おうとしてい

る。

（思・判・表）「しまくとぅ

ば」の良さを知り、郷土の言

語文化を理解しようとしてい

る。

（主学）修学旅行でしたいこ

と、見たいものなどを発表し

ようとしている。

・しまくとぅばを学ぼう

・修学旅行に向けて

・わらべうたや民話から

方言を学ぶ。

【社会】

公共施設の役割

【理科】

地球・自然

令和8年　高等部2年　（Ⅱ課程 A ）　国語　科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

高　２　年　24名

年間目標

（知及び技）知識及び技能

（思判表力）思考力、判断力、表現力等

（学・人）学びに向かう力、人間性
表情、身振り、言葉で表現するよさを認識するとともに言語感覚を養い、国語を大切にしてその能力の向上

を図る態度を養う。(高１段階)

社会生活において必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。(高１段階)

日 月
時
数

単元・題材目標
（三つの柱）

3／１０５

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1
学
期

2
学
期

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名



１０月 12

（知及技）幅広く読書に親し

み、読書が、必要な知識や情

報を得ることに役立つことに

気付くこ

とができる。（高１段階

(3)(ウ））

（思判表力）様々な読み物を

読み、情景や場面の様子、登

場人物の心情を想像すること

がで

きる。（中２段階Ｃア）

（学・人）読みたい本を探す

ことができる。

（知・技）幅広く読書に親し

み、読書が、必要な知識や情

報を得ることに役立つことに

気付ける。

（思・判・表）様々な読み物

を読み、情景や場面の様子、

登場人物の心情を想像しよう

としている。

（主学）読みたい本を探そう

としている。

・好きな本を紹介しよう ・要約や引用の仕方を知

る。

・自分の思いを伝える。

１１月 12

（知及技）考えとそれを支え

る理由や事例、全体と中心な

ど、情報と情報との関係につ

いて理解することができる。

（高１段階(２）イ(ア））

（思判表力）目的に応じて、

話題を決め、集めた材料を比

較するなど伝え合うために必

要な事柄を選ぶことができ

る。（高１段階Ａイ）

（学・人）修学旅行先のこと

を知る。

（知・技）考えとそれを支え

る理由や事例、全体と中心な

ど、情報と情報との関係につ

いて理解しようとしている。

（思・判・表）目的に応じ

て、話題を決め、集めた材料

を比較するなど伝え合うため

に必要な事柄を選ぼうとして

いる。

（主学）修学旅行先のことを

知ろうとしている。

・ICT学習をしよう

・修学旅行の準備をしよ

う

・本やインターネットで

情報を集める。

【情報】

パソコンに慣れよう

【外国語】

修学旅行と交通機関

１２月

６

３

(知及技）生活の中で使われる

慣用句、故事成語などの意味

を知り、使うことができる。

（高２段階（３)(イ）

（思判表力）年賀状の役割を

知り、相手や目的を意識し

て、集めた材料を比較するな

ど、伝えたいことを明確にす

ることができる。（高１段階

Ｂア）

（学・人）年賀状の形式で書

くことができる。

(知・技）好きな言葉、四字熟

語を見付けようとしている。

（思・判・表）年賀状の役割

を知り、相手や目的を意識し

て、集めた材料を比較するな

ど、伝えたいことを明確にし

ようとしている。

（主学）年賀状の形式で書こ

うとしている。

・慣用句・故事成語を学

ぼう

・年賀状を書こう

・好きな言葉、四字熟語

を探す。

・お世話になっている先

生に感謝の気持ちを込め

て年賀状を書く。

【外国語】

世界の挨拶

【美術】

ポスター制作

１月 6

(知及技）文字の組み立て方を

理解し、形を整えて書くこと

ができる。（高１段階(1）ウ

㋐）

（思判表力）書こうとしたこ

とが明確になっているかな

ど、文章に対する感想や意見

を伝え合い、自分の作品のよ

いところを見付けることがで

きる。（高１段階(２）オ）

（学・人）仲間の作品のよい

ところを見付けることができ

る。

(知・技）文字の組み立て方を

理解し、形を整えて書こうと

している。

（思・判・表）書こうとした

ことが明確になっているかな

ど、文章に対する感想や意見

を伝え合い、自分の作品のよ

いところを見付けようとして

いる。

（主学）仲間の作品のよいと

ころを見付けようとしてい

る。

・書道に親しもう ・色紙に筆を使って書初

めを行う。

・仲間の作品を鑑賞し、

自分の作品も見てもらう

【美術】

ポスター制作

２月 12

（知及技）文章の構成や内容

の大体を把握しながら音読す

ることができる。（高１段階

（１）（キ））

(思判表力）相手や目的を意識

して、書くことを決め、集め

た材料を比較するなど、伝え

たいことを明確にすることが

できる。（高１段階Ａア）

（知・技）文章の構成や内容

の大体を把握しながら音読し

ようとしている。

(思・判・表）相手や目的を意

識して、書くことを決め、集

めた材料を比較するなど、伝

えたいことを明確にしようと

している。

・先輩へのメッセージ ・卒業生や先生方へ感謝

の気持ちを綴ったメッ

セージを贈る。

【音楽】

行事の音楽を歌おう

３月 6

（知及技）接続する語句の役

割、段落の役割について理解

することができる。（高１段

階(1）(オ)）

（思判表力）（学・人）間違

いを正したり、相手や目的を

意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章

のよいところを見付けること

ができる。

(知・技）接続する語句の役

割、段落の役割について理解

しようとしている。

（思・判・表）（主学）間違

いを正したり、相手や目的を

意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章

のよいところを見付けようと

している。

・1年間を振り返ろう ①１年間の振り返り、思

い出や気持ちを文章にま

とめ発表する。

【美術】

鑑賞（まとめ）

留意点
引継等

3
学
期

2
学
期



評価方法
・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲　　・実技　　・理解度
・提出物の状況　　・小テスト　　　　　・プリント



教科書／副教材

ワークシート

４月 4

（知及技）友だちや先生の名

前を覚えようとすることがで

きる。（中2ア(イ))

（思判表力）身近な人の簡単

な話を聞き、話の大体を捉え

ることができる。(中2Aア）

（学・人）友達や教師の名前

を覚えることができる。

（知・技）友だちや先生の名

前を覚えようとしている。

（思・判・表）身近な人の簡

単な話を聞き、話の大体を捉

えようとしている。

（主学）友達や教師の名前を

覚えようとしている。

・新しい仲間と学ぼう ・相手を見て話す、聞く。社会・職業

５月 8

（知及技）普通の言葉との違

いに気をつけて、丁寧な言葉

を使うことができる。（中2ア

(カ))

（思判表力）自己紹介や挨拶

など、相手や目的に応じた話

し方で話すことができる。(中

2Aウ）

（学・人）実習を意識して丁

寧な挨拶を心がけることがで

きる。

（知・技）普通の言葉との違

いに気をつけて、丁寧な言葉

を使おうとしている。

（思・判・表）自己紹介や挨

拶など、相手や目的に応じた

話し方で話そうとしている。

（主学）実習を意識して丁寧

な挨拶を心がけようとしてい

る。

・実習に向けて挨拶の練

習をしよう

・日常よく使う挨拶や丁

寧な言葉を知る。
社会・職業

６月 8

（知及技）詩の言葉の響きや

リズムを感じることができ

る。（中２ウ(ア))

（思判表力）簡単な話を放送

や話を聞き、話の大体を捉え

ることができる。(中２Aア）

（学・人）まわりの人と仲良

くしようとすることができ

る。

（知・技）詩の言葉の響きや

リズムを感じようとしてい

る。

（思・判・表）簡単な話を放

送や話を聞き、話の大体を捉

えようとしている。

（主学）まわりの人と仲良く

しようとする。

・平和の詩を聞こう ・出来事をとらえる。 社会・職業

７月 4

（知及技）挨拶などに書かれ

た語句や文を読んだり書いた

りし、季節に応じた表現があ

ることを知ることができる。

（中２ウ(イ))

（思判表力）季節の挨拶を交

えて書くことができる。(中２

Bイ）

（学・人）季節の挨拶を知

り、暑中見舞いに使うことが

できる。

（知・技）挨拶などに書かれ

た語句や文を読んだり書いた

りし、季節に応じた表現があ

ることを知ろうとしている。

（思・判・表）季節の挨拶を

交えて書こうとしている。

（主学）季節の挨拶を知り、

暑中見舞いに使おうとしてい

る。

・暑中見舞いを作成し

よう
・はがきの使い方を知り、暑中見舞いを作成する。

社会・職業・美術

外国語

令和8年　高等部 2　年　（Ⅱ課程 B  ）　国語　科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

2/70 高　２　年　7　名

年間目標

（知及び技）知識及び技能 社会生活において必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。（中2段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等 社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。（中2段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性
表情、身振り、言葉で表現するよさを認識するとともに言語感覚を養い、国語を大切にしてその能力の向上を図る態度を

養う。（中2段階）

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1
学
期

日 月
時
数

単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名



９月 8

（知及技）生活に身近なこと

わざを知り、使うことにより

様々な表現に親しむことがで

きる。(中２ウ(イ))

（思判表力）身近な人の話や

簡単な放送などを聞き、話の

大体を捉えることができる。

(中１Aア）

（学・人）よく使われるしま

くとぅばの挨拶を覚えること

ができる。

（知・技）生活に身近なこと

わざを知り、使うことにより

様々な表現に親しもうとして

いる。

（思・判・表）身近な人の話

や簡単な放送などを聞き、話

の大体を捉えようとしてい

る。

（主学）よく使われるしまく

とぅばの挨拶を覚えようとし

ている。

・しまくとぅばに親し

もう

・身近なしまくとぅばの

歌や沖縄の民話の読み聞

かせを聞く。

社会・音楽

１０月 8

（知及技）読書に親しみ、簡

単な物語や、自然や季節など

の美しさを表した詩や紀行文

などがあることを知ることが

できる。(中２ウ(エ))

（思判表力）簡単な文章を読

み、情景や場面の様子、登場

人物の心情などを想像するこ

とができる。(中２Cア）

（学・人）読書に親しみ、楽

しむことができる。

（知・技）読書に親しみ、簡

単な物語や、自然や季節など

の美しさを表した詩や紀行文

などがあることを知ろうとし

ている。

（思・判・表）簡単な文章を

読み、情景や場面の様子、登

場人物の心情などを想像しよ

うとしている。

（主学）読書に親しみ、楽し

もうとしている。

・読書に親しもう①

・様々な本の中から自分

の好きな本を読んだり聞

いたりする。

社会・理科・音楽

１１月
8

（知及技）事柄の順序など、

情報と情報との関係について

理解することができる。(中２

イ(ア))

（思判表力）日常生活で必要

な語句や文章などを読むこと

ができる。(中２Cウ）

（学・人）自分の興味のある

ことをiPadを使って見ること

ができる。

（知・技）事柄の順序など、

情報と情報との関係について

理解しようとする。

（思・判・表）日常生活で必

要な語句や文章などを読もう

とする。

（主学）自分の興味のあるこ

とをiPadを使って見ようとす

る。

・修学旅行に向けて
・i修学旅行について、見

たり調べたりする。
情報・社会・音楽

１２月

３

３

（知及技）挨拶などに書かれ

た語句や文を読んだり書いた

りし、季節に応じた表現があ

ることを知ることができる。

（中１ウ(イ))

（思判表力）新年の挨拶を交

えて書くことができる。(中１

Bイ）

（学・人）季節の挨拶を知

り、年賀状に使うことができ

る。

（知及技）読書に親しみ、簡

単な物語や、自然や季節など

の美しさを表した詩や紀行文

などがあることを知ることが

できる。(中２ウ(エ))

（思判表力）簡単な文章を読

み、情景や場面の様子、登場

人物の心情などを想像するこ

とができる。(中２Cア）

（学・人）読書に親しみ、楽

しむことができる。

（知・技）挨拶などに書かれ

た語句や文を読んだり書いた

りし、季節に応じた表現があ

ることを知ろうとしている。

（思・判・表）新年の挨拶を

交えて書こうとしている。

（主学）季節の挨拶を知り、

年賀状に使おうとしている。

（知・技）読書に親しみ、簡

単な物語や、自然や季節など

の美しさを表した詩や紀行文

などがあることを知ろうとし

ている。

（思・判・表）簡単な文章を

読み、情景や場面の様子、登

場人物の心情などを想像しよ

うとしている。

（主学）読書に親しみ、楽し

もうとしている。

・年賀状を作成しよう

・読書に親しもう②

・はがきの使い方を知

り、年賀状を作成する。

・様々な本の中から自分

の好きな本を読んだり聞

いたりする。

社会・理科・音楽

社会・職業・美術

2
学
期



１月 4

（知及技）姿勢や筆記用具の

持ち方を正しくし、文字の形

に注意しながら丁寧に書くこ

とができる。発音や声の大き

さに気を付けて話すことがで

きる。（中２ア(ア・イ))

（思判表力）話す事柄を思い

浮かべ、伝えたいことを決め

ることができる。(中２ウ

(イ)）

（学・人）自分の好きな文字

を毛筆で丁寧に書くことがで

きる。

（知・技）姿勢や筆記用具の

持ち方を正しくし、文字の形

に注意しながら丁寧に書こう

としている。

（思・判・表）点画相互の交

わり方、長短や方向などに注

意して文字を書こうとしてい

る。

（主学）自分の好きな文字を

毛筆で丁寧に書こうとしてい

る。

・書道に親しむ

・自分の好きな文字を毛

筆で丁寧に書く。

社会・美術

２月 8

（知及技）言葉には、意味に

よる語句のまとまりがあるこ

とを理解するとともに、話し

方や書き方によって意味が異

なる語句があることに気付く

ことができる。（中２ア(エ))

（思判表力）見聞きしたこと

や経験したことの中から、伝

えたい事柄をえらB、書く内容

を大まかにまとめることがで

きる。(中２Bア）

（学・人）卒業おめでとうの

気持ちを込めてメッセージを

書くことができる。

（知・技）言葉には、意味に

よる語句のまとまりがあるこ

とを理解するとともに、話し

方や書き方によって意味が異

なる語句があることに気付こ

うとしている。

（思・判・表）見聞きしたこ

とや経験したことの中から、

伝えたい事柄を選び、書く内

容を大まかにまとめようとし

ている。

（主学）卒業おめでとうの気

持ちを込めてメッセージを書

こうとしている。

・先輩にメッセージを

送ろう

・気持ちを込めて、メッ

セージを書く。
社会・音楽・美術

３月 4

（知及技）言葉には、事物の

内容を表す働きや、経験した

ことを伝える働きがあること

に気付くことができる。発音

や声の大きさに気を付けて話

すことができる。（中２ア

(ア・イ))

（思判表力）話すこと事柄を

思い浮かべ、伝えたいことを

決めることができる。(中２A

イ）

（学・人）一年間を振り返る

ことができる。

（知・技）言葉には、事物の

内容を表す働きや、経験した

ことを伝える働きがあること

に気付くこうとしている。発

音や声の大きさに気を付けて

話そうとしている。

（思・判・表）話すこと事柄

を思い浮かべ、伝えたいこと

を決めようとしている。

（主学）一年間を振り返ろう

としている。

・一年を振り返ろう
・一年を振り返る発表や

友達の発表を聞く
社会

評価方法 ・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢・意欲・態度　・行動観察　　・実技　　・ワークシート

留意点
引継等

3
学
期



教科書／副教材

ワークシート

社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。(高２段階)

４月 6

（知及技）３年生としての自

覚を持ち、卒業に向けて進路

の情報を集めることができる

［高２段階イ（イ）］

（思判表力）目的や意図に応

じて、話題を決め、集めた材

料を比較したり分類したりし

て話すことができる。〔高２

段階Ａイ〕

（学・人）身近な漢字を理解

することができる。

（知・技）３年生としての自

覚を持ち、卒業に向けて進路

の情報を集めようとしてい

る。

（思・判・表）目的や意図に

応じて、話題を決め、集めた

材料を比較したり分類したり

して話そうとしている。

（主学）身近な漢字を理解し

ようとしている。

・進路について考えよう

・丁寧な言葉遣いを身に

つけよう

・将来の希望を書き発表

する。

・丁寧な挨拶の仕方を知

る。

【職業】

【職業】

５月 12

（知及技）表現したり理解し

たりするために必要な語句の

量を増し、話や文章の中で使

うとともに、語彙を豊かにす

ることができる。［高２段階

ア（エ）］

（思判表力）社会の中で関わ

る人の話などについて、話し

手の目的や自分が聞きたいこ

との中心を捉え、その内容を

捉えることができる。〔高２

段階Ａア〕

（学・人）丁寧な言葉遣いを

意識し、きちんと挨拶するこ

とができる。

（知・技）表現したり理解し

たりするために必要な語句の

量を増し、話や文章の中で使

うとともに、語彙を豊かにし

ようとしている。

（思・判・表）社会の中で関

わる人の話などについて、話

し手の目的や自分が聞きたい

ことの中心を捉え、その内容

を捉えようとしている。

（主学）丁寧な言葉遣いを意

識し、きちんと挨拶しようと

している。

・履歴書を書こう

・前期実習に向けて

・履歴書を丁寧に書き上

げる。

・敬語の種類や用法を知

る。

【職業】

【社会】

６月 12

（知及技）自分の思いや感じ

たことを自らの言葉で表現す

ることができる。［高２段階

ア（エ）］

（思判表力）目的や意図に応

じて、書くことを決め、集め

た材料を比較したり分類した

りして、伝えたいことを明確

にすることができる。［高２

段階Ｂア］

（学・人）創作した作品を発

表することができる。

（知・技）自分の思いや感じ

たことを自らの言葉で表現し

ようとしている。

（思・判・表）目的や意図に

応じて、書くことを決め、集

めた材料を比較したり分類し

たりして、伝えたいことを明

確にしようとしている。

（主学）創作した作品を発表

しようとしている。

・詩を書こう ・詩の書き方を知り、発

表する。

【美術】

７月 8

（知及技）季節の挨拶を使い

て、気持ちを綴った手紙を書

くことができる。［高２段階

ウ（イ）（ウ）］

（思判表力）目的や意図に応

じて、書くことを決め、集め

た材料を比較したり分類した

りして、伝えたいことを明確

にすることができる。［高２

段階Ｂア］

（学・人）挨拶文の書き方を

身につけることができる。

（知・技）季節の挨拶を使い

て、気持ちを綴った手紙を書

こうとしている。

（思・判・表）目的や意図に

応じて、書くことを決め、集

めた材料を比較したり分類し

たりして、伝えたいことを明

確にしようとしている。

（主学）挨拶文の書き方を身

につけようとしている。

・挨拶状を書こう ・実習先への挨拶状を書

き、投函する。

【美術】

3／１０５

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1
学
期

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名日 月
時
数

単元・題材目標
（三つの柱）

令和8年　高等部3年　（Ⅱ課程 A ）　国語　科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

高　３　年　25名

年間目標

（知及び技）知識及び技能

（思判表力）思考力、判断力、表現力等

（学・人）学びに向かう力、人間性
表情、身振り、言葉で表現するよさを認識するとともに言語感覚を養い、国語を大切にしてその能力の向上

を図る態度を養う。(高２段階)

社会生活において必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。(高2段階)



９月 12

（知及技）日常的に読書に親

しみ、読書が、自分の考えを

広げることに役立つことに気

付くことができる。［高２段

階ウ（エ）］

（思判表力）「しまくとぅ

ば」の良さを知り、郷土の言

語文化についての理解を深め

ることができる。〔高２段階

Ａエ〕

（学・人）日常生活におい

て、「しまくとぅば」を活用

することができる。

（知・技）日常的に読書に親

しみ、読書が、自分の考えを

広げることに役立つことに気

付くこうとしている。

（思・判・表）「しまくとぅ

ば」の良さを知り、郷土の言

語文化についての理解を深め

ようとしている。

（主学）日常生活において、

「しまくとぅば」を活用しよ

うとしている。

・読書に親しもう

・「しまくとぅば」に親しもう

・興味のある本を読ん

で、紹介文を書いたり、

発表したりする。

・動画（ウチナーグチ数

え歌や昔話など）を視聴

し、ワークシートをまと

めながら「しまくとぅ

ば」に関する知識を深め

る。

【社会】

【社会】

１０月 12

（知及技）表現したり理解し

たりするために必要な語句の

量を増し、話や文章の中で使

うとともに、語彙を豊かにす

ることができる。［高２段階

ア（エ）］

（思判表力）社会の中で関わ

る人の話などについて、話し

手の目的や自分が聞きたいこ

との中心を捉え、その内容を

捉えることができる。〔高２

段階Ａア〕

（学・人）丁寧な言葉遣いを

意識し、きちんと挨拶するこ

とができる。

（知・技）表現したり理解し

たりするために必要な語句の

量を増し、話や文章の中で使

うとともに、語彙を豊かにし

ようとしている。

（思・判・表）社会の中で関

わる人の話などについて、話

し手の目的や自分が聞きたい

ことの中心を捉え、その内容

を捉えようとしている。

（主学）丁寧な言葉遣いを意

識し、きちんと挨拶しようと

している。

・履歴書を書こう

・前期実習に向けて

・履歴書を丁寧に書き上

げる。

・敬語の種類や用法を知

る。

【職業】

【社会】

１１月 12

（知及技）iPadを活用して、

自ら就きたい仕事やその内容

について調べることができ

る。［高２段階イ（イ）］

（思判表力）目的を意識し

て、文章と図表などを結び付

けるなどして、必要な情報を

見付けることができる。〔高

２段階Ｃエ〕

（学・人）正しくＩＣＴを活

用することができる。

（知・技）iPadを活用して、

自ら就きたい仕事やその内容

について調べようとしてい

る。

（思・判・表）目的を意識し

て、文章と図表などを結び付

けるなどして、必要な情報を

見付けようとしている。

（主学）正しくＩＣＴを活用

しようとしている。

・iPadを活用して仕事調べ

をしよう

・求人アプリ等で情報を

集める

【情報】

１２月

１０ （知及技）目的や意図に応じ

て、書くことを決め、集めた

材料を比較したり分類したり

して、伝えたいことを明確に

することができる。［高２段

階Ｂア］

（思判表力）季節の挨拶を理

解し、年賀状を書くことがで

きる。〔高２段階Ｂオ〕

（学・人）年賀状の送り先を

選択することができる。

（知・技）目的や意図に応じ

て、書くことを決め、集めた

材料を比較したり分類したり

して、伝えたいことを明確に

しようとしている。

（思・判・表）季節の挨拶を

理解し、年賀状を書こうとし

ている。

（主学）年賀状の送り先を選

択しようとしている。

・年賀状を書こう ・季節の挨拶と年賀状の

書き方を確認する。

・年賀状を書いて投函す

る。

【美術】

１月 9

(知及技）生活の中で使われる

慣用句、故事成語などの意味

を知り、使うことができる。

〔高２段階（３)(イ）〕

（知及技）用紙全体との関係

に注意して、文字の大きさや

配列などを決めて書くことが

できる。また、目的に応じて

使用する筆記用具を選び、そ

の特徴を生かして書くことが

できる。［高２段階ウ（ウ）

アイ］

（学・人）展示作品を鑑賞す

ることができる。

(知及技）好きな言葉、四字熟

語を見付けようとしている。

（知・技）用紙全体との関係

に注意して、文字の大きさや

配列などを決めて書こうとし

ている。また、目的に応じて

使用する筆記用具を選び、そ

の特徴を生かして書こうとし

ている。

（主学）友達の作品を鑑賞し

ようとしている。

・慣用句・故事成語を学ぼ

う

・毛筆で書道作品を書こう

・好きな言葉、四字熟語

を探す。

・毛筆の特徴を生かして

書く。

【美術】

2
学
期

3
学
期



２月 12

（知及技）障がい者求人登録

票に自分のプロフィールを書

くことができる。［高２段階

イ（イ）］感謝の気持ちを込

めて、メッセージを書くこと

ができる。［高２段階ア

（カ）］

（思判表力）目的や意図に応

じて、書くことを決め、集め

た材料を比較したり分類した

りして、伝えたいことを明確

にすることができる。［高２

段階Ｂア］

（学・人）３年間を振り返

り、自らの感想をまとめるこ

とができる。

（知・技）障がい者求人登録

票に自分のプロフィールを書

こうとしている。感謝の気持

ちを込めて、メッセージを書

こうとしている。

（思・判・表）目的や意図に

応じて、書くことを決め、集

めた材料を比較したり分類し

たりして、伝えたいことを明

確にしようとしている。

（主学）３年間を振り返り、

自らの感想をまとめようとし

ている。

・障がい者求人登録をしよ

う

・後輩や先生へのメッセー

ジ

・3年間のまとめ

・自分のプロフィールを

書く。

・感謝の気持ちを表現

し、文にまとめる。

・３年間の思い出を作文

にまとめ、発表する。

【職業】

【情報】

【美術】

3
学
期

評価方法
・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲　　・実技
・理解度  ・提出物の状況　　・小テスト　　　　　・プリント

留意点
引継等



教科書／副教材

ワークシート

 

４月 4

（知及技）伝えたいことを整理

し、相手を見て話すことができ

る。（高１段階ア(イ)）

（思判表力）友達の話を最後まで

聞き、要点を捉えることができ

る。（高１段階Aア）

（学・人）友達や教師の名前を覚

えることができる。

（知・技）伝えたいことを整理

し、相手を見て話そうとしてい

る。

（思・判・表）友達の話を最後ま

で聞き、要点を捉えようとしてい

る。

（主学）友達や教師の名前を覚え

ようとしている。

・自己紹介しよう ・新しい場に慣れ、相手

を見て話したり聞いたり

する。

【音楽】

新しい仲間と声を出そ

う」

【外国語】

挨拶・自己紹介

５月 8

（知及技）社会生活でよく使われ

る言葉を知り、使うことができ

る。（高１段階アエ)）

（思判表力）社会生活で必要にな

る挨拶を、相手に伝わるように行

うことができる。（高１段階A

エ）

（学・人）実習を意識して丁寧な

挨拶を心がけることができる。

（知・技）社会生活でよく使われ

る言葉を知り、使おうとしてい

る。

（思・判・表）社会生活で必要に

なる挨拶を、相手に伝わるように

行おうとしている。

（主学）実習を意識して丁寧な挨

拶を心がけようとしている。

・実習に向けて挨拶練習

をしよう

・日常よく使う挨拶や丁

寧な言葉を知る。

【職業】

ビジネスマナー

現場実習

６月 8

（知及技）文章の構成や内容の大

体を意識しながら音読することが

できる。（高１段階ア(キ)）

（思判表力）登場人物の心情や情

景について、場面と結びつけて想

像することができる。（高１段階

Cウ）

（学・人）平和の大切さと戦争の

悲惨さについて考えながら、資料

を見たり聞いたりすることができ

る。

（知・技）文章の構成や内容の大

体を意識しながら音読しようとし

ている。

（思・判・表）登場人物の心情や

情景について、場面と結びつけて

想像しようとしている。

（主学）平和の大切さと戦争の悲

惨さについて考えながら、資料を

見たり聞いたりしようとしてい

る。

・平和の詩を読もう ・内容を意識して音読

し、平和について考え

る。

【社会】

我が国の歴史

【音楽】

平和を願って

７月 6

（知及技）はがきの大きさを意識

し、形を整えて書くことができ

る。（高１段階ウ(イ)㋐）

（思判表力）暑中見舞いを送る相

手を決めて、文章の構成を考える

ことができる。（高１段階Bイ）

（学・人）時節の挨拶を知り、暑

中見舞いに使うことができる。

（知・技）はがきの大きさを意識

し、形を整えて書こうとしてい

る。

（思・判・表）暑中見舞いを送る

相手を決めて、文章の構成を考え

ようとしている。

（主学）時節の挨拶を知り、暑中

見舞いに使おうとしている。

・暑中見舞いを書こう ・はがきの書き方を知

り、暑中見舞いを作成す

る。

【外国語】

世界の挨拶

９月 8

（知及技）身近なしまくとぅばを

知り、使うことができる。(高１段

階ウ(ア))

（思判表力）話者が伝えたいこと

を注意して聞くことができる。(高

１段階Aア)

（学・人）よく使われるしまく

とぅばの挨拶を覚えることができ

る。

（知・技）身近なしまくとぅばを

知り、使おうとしている。

（思・判・表）話者が伝えたいこ

とを注意して聞こうとしている。

（主学）よく使われるしまくとぅ

ばの挨拶を覚えようとしている。

・しまくとぅばを聞いて

みよう

・身近なしまくとぅばの

歌や沖縄の民話の読み聞

かせを聞く。

【社会】

我が国の歴史

【音楽】

郷土の音楽に親しもう

１０月 8

（知及技）幅広く読書に親しみ、

読書が、自分の興味関心を広げる

ことに役立つことに気付くことが

できる。（高１段階ウ(ウ)）

（思判表力）登場人物の行動や心

情などについて、捉えることがで

きる。（高１段階Cア）

（学・人）様々な本の中から自分

の読みたい本を探すことができ

る。

（知・技）幅広く読書に親しみ、

読書が、自分の興味関心を広げる

ことに役立つことに気付ける。

（思・判・表）登場人物の行動や

心情などについて、叙述を基に捉

えようとしている。

（主学）様々な本の中から自分の

読みたい本を探そうとしている。

・好きな本を紹介しよ

う、読んでみよう①

・様々な本の中から、自

分の好きな本を読んだり

聞いたりする。

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1
学
期

2
学
期

日 月
時
数

単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

年間目標

（知及び技）知識及び技能 社会生活において必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。（高１段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等 社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。（高１段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性
表情、身振り、言葉で表現するよさを認識するとともに言語感覚を養い、国語を大切にしてその能力の向上

を図る態度を養う。（高１段階）

令和8年　高等部 3　年　（Ⅱ課程 B  ）　国語　科　年間指導計画　（シラバス）

単位数／配当時数 対象人数 担当者名
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１１月 8

（知及技）表現したり理解したり

するために必要な語句の量を増や

すことができる。（高１段階ア

(エ)）

（思判表力）iPadの基本的な操作

を知り、文字入力することができ

る。（高１段階イイ)）

（学・人）自分の調べたいことを

iPadで閲覧することができる。

（知・技）表現したり理解したり

するために必要な語句の量を増や

そうとしている。

（思・判・表）iPadの基本的な操

作を知り、文字入力しようとして

いる。

（主学）自分の調べたいことを

iPadで閲覧しようとしている。

・iPadを使って文字入力

をしよう

・iPadの基本的な操作を

知り、情報を集める。

【情報】

スマートフォンの使い

方

１２月
4
2

（知及技）はがきの大きさを

意識し、形を整えて書くこと

ができる。（高１段階ウ(イ)

㋐）

（思判表力）年賀状を送る相

手を決めて、文章の構成を考

えることができる。（高１段

階Bイ）

（学・人）時節の挨拶を知

り、年賀状に使うことができ

る。

（知・技）はがきの大きさを

意識し、形を整えて書こうと

している。

（思・判・表）年賀状を送る

相手を決めて、文章の構成を

考えようとしている。

（主学）時節の挨拶を知り、

年賀状に使おうとしている。 ・年賀状を書こう

・はがきの書き方を知

り、年賀状を作成する。 【外国語】【社会】

正月

１月 6

（知及技）書道用具の使い方を理

解し、汚さないよう注意して書く

ことができる。（高１段階Bア）

（思判表力）「とめはねはらい」

を意識して書くことができる。

（高１段階ウ(イ)㋐）

（学・人）書道で書きたい漢字を

考えることができる。

（知・技）書道用具の使い方を理

解し、汚さないよう注意して書こ

うとしている。

（思・判・表）「とめはねはら

い」を意識して書こうとしてい

る。

（学・人）書道で書きたい漢字を

考えようとしている。

･書道に親しもう ・書道作品を制作する。 【美術】

２月 8

（知及技）目的に応じて話題を決

め、集めた材料を比較するなど必

要な事柄を選ぶことができる。

（高１段階Aイ）

（思判表力）相手や目的を意識し

て、書くことを決めることができ

る。（高１段階Aウ）

（学・人）お世話になった先生に

感謝の気持ちを込めて書くことが

できる。高校３年間の思い出を振

り返ることができる。

（知・技）漢字と仮名を用い

た表記や送り仮名の付け方を

理解して書こうとしている。

（思・判・表）相手や目的を

意識して、書くことを決めよ

うとしている。

（学・人）お世話になった先

生に感謝の気持ちを込めて書

こうとしている。

・感謝のメッセージを送

ろう

・高校３年間を振り返っ

て

・お世話になった先生に

感謝のメッセージを書い

て送る。

・高校３年間の思い出を

振り返り、文章にまとめ

たり発表したりする。

【美術】「デザイン」

評価方法
・三観点の確認　　・授業に対する取組姿勢・意欲・態度　・行動観察　・実技　・ワークシート

留意点
引継等

　

2
学
期

3
学
期


